
越後平野における生態系ネットワーク形成行動計画（2035）[案] ＜概要版＞

全体構想 基本理念
越後平野におけるガン類・ハクチョウ類・トキが舞う地域のにぎわいを目指して

全体構想 基本方針
１ 生態系ネットワークの基盤となる水辺をはじめとした環境の保全・再生
２ 良好な水辺等の環境を活かした地域の活性化

実施体制

▶対象地域：越後平野

▶指標種 ：ガン類・ハクチョウ類・トキ

▶推進体制：推進協議会、連絡会、生息環境検討部会、自然環境活用部会

（学識経験者、国、県、市町村、企業、市民団体等で構成）

目標カテゴリーと計画項目 （＊：目標カテゴリー、(1)～：計画項目）

実施主体の主な役割 各主体が相互に連携することにより、生態系ネットワーク形成の効果的な推進が可能

生息環境づくり 人・地域づくり
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優先的に取組む地区
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団体
普及啓発活動

人的・経済的・広報支援

越後平野における生態系ネットワーク形成の考え方

＊生態系ネットワークの軸となる信濃川や阿賀野川、拠点となる多くの「潟」、指標種の主な採食場所である「農地」等
をつなぎ、健全な生態系を維持し、生物多様性を保全する

＊指標種の特性を考慮した、様々なスケール（局所的～広域的）の生態系ネットワークの視点から取組を進める

第6回越後平野における生態系ネットワーク推進協議会

▶計画期間：2025年～2035年

（短期目標年度：2030年、中期目標年度：2035年）

▶進行管理：年次確認⇒中間評価（2030年）

⇒総合的評価（2035年）⇒次期計画の検討

＊ガン類・ハクチョウ類
＊トキ
※計画項目(5)を除き、ガン類・ハクチョウ類、トキ共通

(1)調査・評価・影響緩和
(2)グリーンインフラやEco-DRRの検討を踏まえた、
河川における環境整備の実施

(3)グリーンインフラやEco-DRRの検討を踏まえた、
潟・池における環境整備・維持管理の実施

(4)農地における環境整備の実施
(5)林地における環境整備の実施（※トキのみ）

(6)指標種の生息状況等に対応した鳥獣保護区
等の設定

(7)人工構造物による影響の軽減
(8)人・車等の接近による個体への悪影響防止の
啓発

＊支援体制の構築
(1)指標種をシンボルとした環境づくり・地域づくりの方策
検討

(2)人材の育成および供給等による支援体制の検討
(3)プロジェクトの継続・発展に向けた仕掛けづくり

＊広報
(1)生態系ネットワークに関する理解や参加意向の把握
(2)広報ツールの検討
(3)イベントの検討

＊環境学習
(1)自然環境学習の状況の把握
(2)自然環境学習ツールの検討
(3)学習イベント・プログラムの検討
(4)人材育成の検討
(5)講師・アドバイザー派遣の検討
(6)学校外での自然環境学習の推進

＊地域振興：観光
(1)観光資源の検討
(2)観光商品の検討
(3)ガイド運用の検討
(4)地域資源となる場所へのアクセス
の検討

＊地域振興：農業
(1)生産者(農業者)に向けた取組
(2)需要家・消費者等に向けた取組

＊地域振興：その他
(1)豊かな自然環境を活かした健康
づくりの検討

(2)活用拠点の整備

特に指標種の生息適性が高く、ガン類・ハクチョウ類が多く
飛来する「3:大阿賀橋・福島潟・瓢湖」地区から、具体
的な取組に向けた検討を進める

企業
商品やサービスの開発
人的・経済的・広報支援
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